
正 量 部 の 聖 諦 説 〔1〕

Salpskτtasalpskrtaviniきcaya第21章

並 川 孝 儀

1.は じ め に

チ ベ ッ ト語 訳 の み に 現 存 す るDa'sabalasrimitra作Samskrt龝amskrtaviniscaya('dusbyas

くエラ

dang'dusmabyasrnamparngespa)(以 下SAV)は,小 乗 仏 教 学 派 の 中 で も説 一切 有

部,大 衆 部 と並 ん で有 力 な部 派 と見 做 され な が ら も,そ の全 容 が 殆 ど知 られ て い な い 正 量 部 の
くオ

未知の思想を数多く伝える文献である。

全35章 より成るSAVの 中,正 量部関係の記述を示せば以下の如 くである。尚,数 字はデル

ゲ版(Ha)と 北京版(No)の 箇所を示す。

第16章 厂非随眠決択」

第17章 「随眠決択」

第18章 「非福決択」

第19章 「福決択」

第20章 「不動業決択」

第21章 厂聖諦決択」

ノ 　 　ノ
ananusaya-viniscaya

ノ 　 　ノ
anusaya-viniscaya

　 　ノ
apunya-viniscaya

ロ ロノ

punya-viniscaya

穗injyakarma-viniscaya

ロ ロ のノ
穩yasatya-viniscaya

(Ha)201a5

212a6

215a1

220a5

224a3

225b2

(^-241a5)

(1Vo)127a3

137x4

140b8

148a6

153x3

154b8

(^-174b8)
ゆ

SAVに は上記以外にも他章において断片的に正量部説が見られる。 これらの中,「 非随眠決
(4)(5)(6)(7)(8)

択」,「 随眠決択」,「非福決択」,「 福決択」,「不動業決択」に関しては既に公にしており,

本小論では 「聖諦決択」について眺め,正 量部の説 く聖諦説の一端を考察する。

正量部の聖諦説はSAVに おいて極めて詳細に伝えられるが,こ の論点に関しては従来まで

主 としてKath穽atthu(r論 事』)に 紹介される資料に依ってきた。即ち,初 禅定と第二禅定の
ゆ

中 間 に禅 定 中 間 と名 付 け られ る も の が あ る,と い う 「禅 定 中 間論 」(jh穗antarika-kath�),
ゆ

禅 定 を 得 た 凡夫 は諦 現 観 と同時 に,不 還 と称 す る こ とが あ る,と い う 「捨 離 論 」(jahati-kath�),

預 流等 の禅 現 観 に よ り苦 見 な どに よ って 別 々 に 一つ づ つ煩 悩 を 捨 て る こ と を 認 め る,と い う
ロむ ゆ この

「分 断論 」(odhiso-kath�)や,そ の 他 厂阿羅 漢 退 論 」(parih穗i-kath�),「 漸 現 観論 」(anu・

pubb稈hisamaya-kath�)な どで あ る。 しか し,こ れ らの資 料 も正 量 部 の 聖 諦 説 の 解 明 に 当 た
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り,断 片的知識を与えるに止まっている。

その他では,正 量部と同系の,或 いは時 として混同される部派である犢子部説として紹介さ

れる資料の中にも見られる.即 ち,唄 部宗輪器』 と,そ の註疏であるr:一 宗轍 述證』

中,所 謂説一切有部でい う順決択分の四善根位に相当する説がそれである。その説がSAVに

説かれる正量部説 と同一であることから,そ の資料は犢子部説 と伝えられるものの,正 量部の

説 とも位置づけ られる。

いずれにしても,こ れ らの資料からは正量部の聖諦説の全体を知ることはできず,そ の意味

で・SAVの 説示内容は正量部の聖諦説の全容を明らかにする重要な手掛か りとなる資料 と言

える。

2.SAV第21章 「聖諦 決択」 の梗概

こ こで,正 量 部 の聖 諦 説 が 説 か れ るSAV第21章 厂聖諦 決択 」 の説 示 内 容 の梗 概 を 以 下 に

示 す 。 尚,数 字 は デ ル ゲ版(D)と 北京 版(P)の 箇 所 で あ る。

デ ル ゲ版(D)Ha,225b2～241a5

北 京 版(P)No,154b8～174b8

D.P.

〔1〕 福 な どの三 業 と苦 楽 の 生 起225b2154b8

〔1-1〕 六 種 の生 存(六 道)の 別 とそ の 苦225b6155a6

〔1-2〕 輪 廻 の原 因 で あ る煩 悩226al155b1

〔1-3〕 煩 悩 の種 子 で あ る随 眠226a2155b2

〔1-4〕 随 眠 を 滅 尽 す る原 因226a3155b3

〔1-5〕 随 眠 の滅 尽 と忍226a5155b6

〔2〕 忍 と四 諦226a6155b7

〔2-1〕 四諦 の 二種 の規 定 一 法 の規 定 と相 の 規 定226a7155b8

〔2-1-1〕 法 の規 定226bl156al

〔2-1-2〕 相 の 規 定 〔1〕226b2156a5

〔2-1-2-1〕 無常 性226b3156a5

〔2-1-2-2〕 因 性226b4156a7

〔2-1-2-3〕 常 性226b5156b1

〔2-1-2-4〕 出離(性)226b6156b2

〔2-1-3〕 相 の 規定 〔皿〕227a1156b5

〔2-1-3-1〕 総黍目227a1156b5

〔2-1-3-2〕 男蓐ホ目227a2156b6

〔2-1-3-2-1〕 真 実 で な い相227a3156b7
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〔2-1-3-2-2〕 真 実 の相

〔2-1-4〕 相 の規 定 と諦 現 観

〔2-1-5〕 法 の規 定 と二 種 の調 伏 一 劣 根 と利 根

〔2-1-5-1〕 劣 根

〔3〕 諦 現 観)'YYI.._入る四種 の 門一 蘊 門,処 門,界 門,名 色 門

〔3-1〕 門 の 意 味

〔3-2〕 蘊 の 意 味

〔3-3〕 処 の 意 味

〔3-4〕 界 の 意 味

〔3-5〕 名 色 の 意 味

〔3-6〕 蘊 門 か ら入 る意 味

〔3-7〕 処 門 か ら入 る意味 と忍 の修 習

〔3-8〕 界 門 か ら入 る意味 と忍 の修 習

〔3-9〕 名 色 門 か ら入 る意味 と忍 の修 習

〔3-6-1〕 蘊 門 か らの 忍 の修 習 と四諦

227a4

227x7

227b1

227b1

227b4

227b5

227b6

227b6

227b6

227b7

228a4

228a5

228a6

228a6

228b1

157a1

157x6

157x7

157x7

157b4

157b5

157b6

157b7

157b7

157b8

158x7

158x7

158a8

158b2

158b4

〔3-6-1-1〕 苦 諦 に お け る五 蘊 の無 常 性 の忍 可(個 別)一 三 十 一 通 りの忍 可

228b2158b6

〔3-6-1-2〕 苦諦 に お け る五 蘊 の無 常 性 の 忍 可(総 合)229a5159b6

〔3-6-1-3〕 集 諦 に お け る五 蘊 の因 性 の忍 可(個 別)一 三 十 一 通 りの 忍 可

229a6159b7

〔3-6-1-4〕 集 諦 に お け る五 蘊 の因 性 の忍 可(総 合)229b7160b3

〔3-6-1-5〕 滅 諦 に お け る五 蘊 の常 性 の忍 可(個 別)一 三 十 一 通 りの 忍 可

230a1160b4

〔3-6-1-6〕 滅 諦 に お け る五 蘊 の常 性 の忍 可(総 合)230a6161a4

〔3-6-1-7〕 道 諦 に お け る 四蘊 の道 性 の忍 可(個 別)一 十 五 通 りの忍 可

230x7161x5

〔3-6-1-8〕 道 諦 に お け る四蘊 の道 性 の忍 可(総 合)230b3161b2

〔3-6-1-9〕 道 諦 に お け る五i蘊の道 性 の忍 可(個 別)一 三 十 一 通 りの忍 可

230b4161b3

〔4-1〕 忍 の相 一 法 智 と類 智231a5162a7

〔4-1-1〕 法 智231a6162a7

〔4-1-2〕 類 智231a6162a8

〔4-2〕 忍 を 修 習 す る四種 の 意義231b1162b2

〔4-3〕 忍 の善 行 の 修 習 と諦 現 観 の証 得231b2162b4
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〔4-3-1〕 厭 離 と精 勤 との相 応

〔4-3-2〕 四 つ の輪 との相 応

〔4-3-3〕 三 時 に善 巧 で あ る こ と

〔4-3-4〕 四障 一 業 障,煩 悩 障,異 熟 障,趣 障 一 か らの解 脱

〔4-3-5〕 二 種 の身 の和 合

〔4-3=5-1〕 福 身 と智 身

〔4-3-5-2〕 清 浄 戒 身 と清 浄 見身

〔4-3-5-3〕 身 と四 種 の処 一諦 処,捨 処,寂 静 処,慧 処

〔4-3-6〕 諦 現 観 を証 得 す る意 義

〔4-4〕 忍 の 決 択 と三 種 の想 一 事 想,生 想,滅 想

〔4-5〕 忍 の 修 習 と三 時 一 止 時,歓 喜 時,捨 時

〔5〕 名 の想

〔6〕 相 の想

〔6-1〕 劣,中,勝 に よる九種 の 区 別

〔7〕 世 第 一 法

〔8〕 忍,名 の 想,相 の想,世 第 一 法 と三 界

〔9-1〕 苦 法 智 の 意 味

〔9-1-1〕 苦 法 智 と預 流 向

(9-1-2)

231b4162b7

231b5162b8

231b6163x1

231b7163x3

231b7163x4

232a1163a4

232x2163x6

232x4163x8

232x7163b5

232b1163b6

232b3164a1

232b7164x7

233a1164a8

233a2164b1

233a5164b5

233a6164b7

233b2165x4

233b4165x7

苦法智所断の煩悩一(欲 界)十 種の随眠 と二十種の非随眠

233b5

〔9-2〕 観 察 智 の生 起234a1

〔9-3〕 苦 類 智234a2

165x8

165b4

165b6

〔9-3-1〕 苦類智所断の煩悩一(色 界)九 種の随眠と十一種の非随眠

234x3165b6

(無色界)九 種の随眠と八種の非随眠

(9-4)

〔9-5〕

〔9-6〕

〔9-7〕

C9-8)

〔・ ・〕

集法智所断の煩悩一(欲 界)七 種の随眠 と二十種の非随眠

集類智所断の煩悩一(色 界)六 種の随眠 と十一種の非随眠

(無色界)六 種の随眠 と八種の非随眠

滅智所断の五十八種の煩悩

道法智所断の煩悩一八種の随眠と二十種の非随眠

道類智所断の煩悩一(色 界)七 種の随眠と十一種の非随眠

(無色界)七 種の随眠と八種の非随眠

四諦における十二種の智(十 二心)

234x4165b8

234a5166a2

234x6166x3

234b1166a5

234b2166x7

234b2166x7

234b3166x8

234b4166b1

234b4166b2
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〔9-10〕 第 十 三 心 と預 流 果,一 来 果,不 還 果 の 関 係

〔10-1〕 現 観 の意 味

〔10-1-1〕 五 種 の現 観

〔10-1-1-1〕 見(四 種)

〔10-1-1-2〕 …捨(四 種)

〔10-1-1-3〕 証(二 種)

〔10-1-1-4〕 遍 知(九 種)

〔10-1-1-5〕 修 習(四 種)

〔10-2〕 第十 三 心 の 果(預 流 果)と 極 七 返 有

〔10-3〕 第 十 三 心 の 果 とそ の失

〔11〕 二 種 の 道

〔11-1〕 有 漏 道 一 忍,名 の想,相 の想,世 第 一 法

〔11-2〕 無 漏 道 一 見 道,修 道

〔11-2-1〕 修 道 の意 味

〔11-2-2〕 二 種 の 修 道一 覚 支 か ら生 じる もの,生 じな い もの

〔11-2-3〕 修 道 と三 界

〔11-2-4〕 修 道 所 断 の煩 悩

〔11-2-4-1〕 欲 界 に お け る四種 の随 眠 と二 十 種 の 非 随 眠

〔11-2-4-2〕 色 界 に お け る三種 の随 眠 と九 種 の非 随 眠

〔11-2-4-3〕 無 色 界 にお け る三 種 の 随眠 と七 種 の非 随 眠

〔11-2-5〕 修道 の意 味 と所 断 の煩 悩 の纏 め

〔12-1〕 無 間 道 の 意味

〔12-2〕 阿羅 漢 の 意 味

〔12-2--1〕 六種 の 阿羅 漢

〔12-2-1-1〕 退法

〔12-2-1-2〕 思 法

〔12-2-1-3〕 護 法

〔12-2-1-4〕 安 住法

〔12-2-1-5〕 堪 達 法

〔12-2-1-6〕 不 動 法

〔12-2-1-6-1〕 不 動 の意 味 と声 聞覚,独 覚,無 上 正 等 覚

〔13-1〕 四 果 の 区 別

234b6166b5

235x4167x4

235a5167a5

235x7167x7

235x7167x8

235b1167b1

235b1167b1

2,35b4167b5

235b4167b5

235b5167b7

235b7168a2

236a1168a3

236a1168a4

236x2168x4

236x4168x8

236x6168b2

236b1168b5

236b1168b5

236b4169x1

236b7169a5

237x3169b2

237x5169b6

237x616967

237x716968

237b1170x1

237b1170x2

237b1170x2

237b2170a2

237b2170x3

237b2170x3

237b2170x4

237b5170x8

〔13-1-1〕 色 界 に お け る五 種 の不 還 一 上 流,有 行般 涅 槃,無 行 般 涅 槃,

生 般 涅 槃,中 般 涅 槃237b7170b3
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〔13-1-2〕 無 色 界 に お け る四種 の不 還 一 上 流,有 行 般 涅 槃,無 行般 涅 槃,

生 般 涅 槃238a1170b4

〔13-1-3〕 第十 三 心 の果 が 一 来 果 と な る意 味238a3170b6

〔13-1-4〕 第十 三 心 の果 が 不 還 果 と な る意味 〔1〕238a4170b8

〔13-1-5〕 第 十三 心 の果 が 不 還 果 と な る意味 〔皿〕238a5171a2

〔13-2〕 第 十 三 心 と欲 界 に おけ る離 貪238b2171a8

〔13-3〕 第 十 四 心 と色 界 に おけ る離 貪238b5171b3

〔13-4〕 第 十 五 心 と無 色界 に おけ る離 貪238b5171b4

〔13-5〕 第 十 六 心 と無 学 道238b6171b5

〔13-6〕 金剛 喩 定 の成 就 と如 来238b7171b7

〔14-1〕 外 道,聖 道 と所 断 の煩 悩239a5172a7

〔14-2〕 外 道 と聖 道 の 相 の 区 別239a7172b1

〔14-2-1〕 外 道 の 相 一 寂 静,粗 大239a7172b2

〔14-2-2〕 聖 道 の相 一 無常,因,常,出 離239b1172b3

〔15-1〕 無 学 道 と有 余 涅 槃239b4172b8

〔15-2〕 無 余涅 槃240a2173a7

〔15-3〕 涅 槃 と言 説240a6173b4

〔16〕 煩 悩一 随眠 と非 随 眠240a7173b6

〔16-1〕 随 眠 の意 味240b1173b7

〔16-2〕 非 随 眠 の意 味240b2173b8

〔16-1-1〕 二 種 の随 眠 一 心 相応 と心 不 相 応240b2174a1

〔16-1-1-1〕 心 不 相 応 の 意 味240b3174a3

〔16-1-1-2〕 心 相 応 の意 味240b6174a7

〔16-3〕 不 相 応 の随 眠 と纒 の 生 起241a1174b1

〔16-3-1〕 三 種 の煩 悩 の因241a1174b2

〔17〕 結 語241a4174b6

以上が 「聖諦決択」章における説示内容の概要である。この中,末 尾の 〔16〕の煩悩に関す

る内容は正量部独自の重要な煩悩説であ り,本 来ならばSAV第16章 か17章 で説かれるべ き

ものである。それがここで説示されている理由は,重 要な説だけに忘れずに正量部の紹介の最

後で付記してお く必要があったためであろ う。本章の主題 であ る 〔2〕～ 〔15-3〕 の 内容

は,『 倶舎論』第6章 厂賢聖品」のそれに相当するものである。
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正量部の聖諦説 〔1〕

3.SAV第21章 所引の原典文

SAVの 記 述 形 式 は,正 量 部 の原 典 か ら直 接 引 用 した文 と,そ れ に基 づ い て作 者Dasabala・

sr�itraに よ って纏 め上 げ られ た 説 明 よ り構 成 され て い る。 直 接 引 用 の 部分 で は,そ れ が 如 何

な る原 典 な の か,文 献 名 は具 体 的 に 明 示 され て い な い。 しか し,ど れ もが7音 節 よ り成 る偈 文

で あ り,k穩ik竄ｩ らの 訳 出 と考 え られ,恐 らくい ず れ の偈 文 も同一 文 献 か ら引 用 され た もの と

推 測 で き る。 引用 され る時 は,yanggsungspar・ … ・・」zhesso或 い はyang「 … …」zhes

gsungssoと い う定 型 句 で 表 示 され る。 尚,以 下 の(*)印 の 付 い た 引 用文 だ け は,他 の形 式

と異 な り一 語 一 句 が註 釈 され る とい う形 を とって お り,そ の形 式 は本 章 の四 種 の偈 文 に の み 見

られ る。

'dodchagslasogsskyonrnams'dis//

lassodelasyangsriddo//

yangsridlasniskyeba'o//

denasrgashikuntu'byung//

delasmyangansogsdelas//

yangninyesrnam'byungbar'gyur//

denasdebzhin'khor'gyurba'i//

sngongyimtha'niyodpamin// (D.225b2-3, P.154b8-155a2)

dephyirbagnyalmedpalas//

lasskyezadpadongnyerbas//

rnamdagltabatshulkhrimsni//

bstenbyadangborbzodpa'o// (D.226a5-6,P.155b7)

sredspangszagbcassdugbsngallo//

'di'irgyusredpagcigpuste//

sredpazadpa'gogpadang//

yanlagbrgadnidethoblam//
'dinichossurnambzhaggo//

(D.226b2,P.156a4-5)

chosrnamsbzhag-dmanparnams//

skragpaspangba'idontubstan// (D.227b4,,P.157b3-4)
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(*)deltargomspa,irnal,byorpa//

bzodpa'ispyadpalegsgourspas//

kunnasskyodangbrtsonpadang//

'khorlobzhidangyangdagldan//

dusgsumlanimkhaspadang//

sgribpathamscadnigrolzhing//

bdaggitshogsrnamssogspadang//

rtagtudamparbyedldandang//

mchogtungespar'byung'dodpa'o//

gsalba'ibzodpaskyPbar'gyur//
'dusbyasthamscadmirtagzhes//

sdugbsngalrnampargzhilbayi//

bdenpamngonrtogsmngondubyed// (D.231b2-4,P.162b4-6)

delasbarmedsdugbsngalla//

chossheszagpamedpani//

dergnassosorskyeboyi//

samtshamsshinturgalbar'gyur//

brgyadpar'gyurro'phagspayi//

'brasbudondurgyunthugspa'o//

chosshessosorrtogpazhes//

denasshesparjessuskyes//

deltarrgyudangzhibathabs//

gsumlablogsumrimpasso//

demathagtubcugsumpa//

shespadagpaskyonspongmin//

Semsde'brasbugsumdu'gyur//

chagsbcasphyedbcaschagsbrallo// (D.235a2-4,P.167al-3)

'dirudesnyedmngonrtogsni//

shespashesbyamnyamrtogsnyid// (D.235a5,P.167a5)

(*)denirnampalngaru,dod//

mthongbadangnispongbadang//
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mngondubyedpanyiddangni//

yongssushesdangbsgompa'o//(D.235a6-7,P.167a6-7)

bsamgtanlamgyi'brasthobpa//

nyams'gyur'diryang'ga'zhiggo//

delabrtenpa'i'brasthobpa'i//

nyonmongsskyedparbyedpa'o// (D.235b7,P.168a1-2)

gzugskyichagspakunbralphyir//

gzugsmedpalabarsridmed//

gangdangderuyodminpas//

myangan'da'medparsrid'dir// (D.237a2,P.169a8-bl)

(*)debzhingshegspa'itingnge'dzin//

rdorjeltabu'iSemskyichas//

zagpathamscadspongnuskyang//

misridphyirnadedesmin// (D.238b7,P.171b7-8)

(*)dadbrtsondranpashesrabdang//

ting'dzinlaSogssngon'groba'o//

lamnizagpakunspongba//

ganggisstongpa'iphyirrgolrnams// (D.239b2,P.172b4-5)

rabtu'barba'ilcagsgongbzhin//

nyonmongsbudshingkunbsregspas//

dgrabcomlhagbcaslagnaspa//

rimgyisbsilbar,gyurba,o//

detshephungpomedpayi'ng//

deyisngonma'ng'gag'gyurte//

sdugbsngalgzhannimiskyeste//

rgyurnamsyangdagzadphyirro//(D.240a1-2,P.173a5-6)

thasnyadbyabamaluspa//

deyirtenni'grodngosso//
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'grobamedphyirldogpaste//

budshingzadpa'imebzhinno//(D.240a5,P.173b2-3)

khamsgsumdubaglanyaldang//

'brelphyirbaglanyalzhesbrjod//
(D.240b1-2,P.173b8)

denisemsdangldanpadang//

mildandagdushesparbya// (D.240b3,P.174a3)

mildanpayilhagbrtendon//

grogmkharrnamskyistengbzhin'dod//(D.240b7,P.174a8‐b1)

ldanpakunduspyodpatsam//

gobyagrogmkharcogbzhinno// (D.241a1,P.174b1)

yulniyulcangyisthobdang//

mildanbaglanyalrtendang//

tshulbzhinmayinyidbyeddang//

gsumninyonmongsrgyuyinno// (D.241a2-3,P.174b4)

4.チ ベ ッ ト語 訳SAV第21章 「聖 諦決択」 和訳

こ こに,SAV第21章 厂聖 諦 決 択 」 の 和 訳 を試 み るが,紙 面 の 都合 に よ り和 訳 の範 囲 は 梗 概

〔1〕 ～ 〔3-6-1-9〕 に 相 当す る 部 分 と す る。 使 用 した版 本 は デ ル ゲ版 と北 京 版 で あ

る。 訳 中 の注 意 す べ き術 語 に つ い て は チ ベ ッ ト語 を 付 す こ とに し,漢 訳 は玄 奘 訳 に従 った 。

デ ル ゲ版(D)225b2～231a5

北 京 版(P)154b8～162a7

〔1〕 福 な どの三 業 と苦 楽 の 生 起

(D.225b2,P.154b8)〔 また,説 か れ る。〕

貪 な ど 〔の〕 この過 失(skyo)に よ って(P.155a)業 が あ り,こ の こ とか ら後有

(yangsrid)が あ るの で ある 。 〔そ して 〕後 有 〔の〕業 が 生 じるの で あ る。 そ れ か ら
0

老 ・死 が生 じ,そ れ か ら苦 悩 な どが 〔生 じ〕,ま た 過 失(nyes)が 生 じるで あ ろ う。

それ 故 に,そ の よ うに して輪 廻 の前 際(sngongyimtha')が 存 在 しな い の で あ る。
、

と説 か れ て い る。
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この意味は,こ の場合衆生の煩悩か ら生 じる業が福と非福と不動 〔業〕であ り,そ れによっ

て 〔業が〕生 じるとい うことなのである。その業の異熟から自他の悩み 〔の〕 業が 生 じるこ
0

とと,冷 たさと風などの界か ら生 じる楽 と苦と不楽 ・不苦 〔の〕受を享 受す るこ とが,無 明

(m。,igP。)の 自塞 に ょって 楽 に よ るkの 愚惑(k・n・u・m・ng・p・)〔 と〕・ 楽 と和 合 す

る貪 愛(sredpa)と,楽 と離 れ な い貪 愛 とを 生 じるの で あ る。同様 に・ 苦 に よ る 諸 女 の 愚 惑

〔と〕,苦 と離 れ る 貪 愛 と,苦 と和 合 しな い 貪 愛 とを 生 じるの で あ る。 同 様 に,不 苦 ・不 楽

の 受 に よる諸kの 愚惑 〔と〕 有(sridpa)の 貪 愛 を生 じる ので あ る。 そ れ か ら,諸 々 の 見(1ta

b。)2諸 々 礙(・h。 ・,h・m)が 生 じる の で あ る.そ れ か ら,ま 牒 が 〔生 じるの で あ る〕・

そ れ か ら,生 存(skyeba)と 〔そ れ に 伴 う〕 苦 が 生 じ る こ と とな るの で あ る。

その様に,鯛 の鼠 、g,ibp。)の原因 と靉 との結合か ら諸kの 衆生は,六 〔種〕の桶の器

具(zobadruggi'khrul'khor)に 入 る ので あ り,輪 廻 とは前 際 が ない もの で あ る。 即 ち・

〔六 種 の生 存 とそ の苦 は 〕地 獄 で焼 か れ,断 ぜ られ る こ とな どを 受 け る苦 と,餓 鬼 に お け る

(D.226・)飢>xと 渇 きの 苦 と,離 セこお け る灘(・ky・b・)の 苦 と,阿 齷(P・ ・55b)

に お け る慢 の苦 と,人kに お け る尋 求(tsholba)の 苦 と,諸 天 〔に お け る〕老 と死 の 苦 を 享 受

す る こ とで あ る。

どのようにし噸 悩か9〔 地獄などの生存カミ〕生 じるのであろ うか.業 から生存が 〔生 じる

の で 〕 あ る。 生 存 か ら苦 が 〔生 じ るの で 〕 あ る。 そ れ か ら,ま た 煩 悩 か ら生 存 が生 じる の で あ

る。 そ れ故 に,こ の よ うに 輪 廻 の 原 因 の根 本(gtsobo)は 煩 悩 で あ る。 煩 悩 の種 子(sabon)

とな った もの が 鹹(b。gl。ny。1)で あ る.随 眠 が な くなれ ば,業 と 〔それ に よって 得 た 〕生
0

存を断ちつつ,苦 から解脱するものとなるのである。

〔2〕 四 諦 と 忍

随眠が滅尽される意味か ら言えば,随 眠を滅尽する原因は根(dbangpo)な どに依るもので

ある。根などが得られる意味から言えぽ,〔 その〕手段と方法は次の点である。即ち,先 ず見

(ltaba)が 清浄にされることである。世尊は 「勝解(mospacan)と いえども梵行に住する

ために根本が清浄にされるべきである。梵行に住するための根本は何かと言 うならば・それは

購 瀞 娥 と正最 見である.」 との亥。<愚 説きになった.同 様に 〔'51こ よって〕走る

べ き道 を 知 らしめ られ た 馬(rtaladkyussastonba)の 如 くに 清 浄 な 見 と戒 を具 足 す る こ と

に よ って 四 諦 の 領 受 と,忍(bzodpa)の 四種 が修 習 され るべ きで あ る。

また 〔説 か れ る。〕

それ故に,随 謨がなくなれば,業 と生存が 滅尽す る ことを願 うことによって 〔行

う〕清浄な見と戒は 〔その〕所依が先ず忍である。

と説かれている。
　

これ よ り,忍 を思 択 す る(dpyadpa)意 味 か ら言>xば,諦 に 入 る門 が 説 か れ るべ き で あ る。
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即 ち,こ こで諦 は 四 〔種 〕 で あ る。即 ち次 の如 くで あ る。 苦 の 諦 と集 の諦 と滅 の諦 と道 の諦 で

あ る。 そ こで,(P.156a)諦 〔の 〕規 定 は二 〔種 〕 で あ る。即 ち次 の如 くで あ る。 法(chos)

〔の〕 規 定 と相(mtshannyid)〔 の〕 規 定 で あ る。 そ の 中,法 の 力 に よ って種 々 に 決 定 す る
　

そ の こ とが 法 〔の〕 規 定 で あ る。 相 に よっ て規 定 を決 定す る こ とが 相 〔の 〕 規 定(D.226b)

で あ る。

そ の 中,法 の規 定 は次 の如 くで あ る。 即 ち,貪 愛(sredpa)を 離 れ る三 界 の有 漏 を取 す る五

　

蘊(五 取蘊)が 苦である。 三界の貪愛が苦 〔の〕集で あ る。 貪愛なきことが苦 〔の〕滅であ

る。八支の聖なる道が道である。

また 〔説かれる。〕
　 　

貪愛を離れる有漏が苦である。その原因は貪愛のみであり,貪 愛 〔を離れる〕漏の
　

滅と,八 支がそのことを得る道である。 このことが法 〔の〕規定である。

〔と説かれている。〕

相 〔の〕規定は次の如 くである。即ち,有 漏 と無漏の一切の行が無常性の故に苦であるとい

うことが 〔相の〕規定である。苦の意味は無常の意味である。それ故に,世 尊が 「比丘達よ,

色は無常であ り,無 常なるものが苦である。そのようにして,受 など 〔も無常である〕。」とお

説きになったのである。その如 く,ま た実に行 も無常であ り,生 と滅の法は生じつつ滅するも
　

の とな る とい うこ とで あ る。 同様 に,有 漏 の 行 を生 ぜ しめ る故 に集 で あ り,集 の 意 味 は 生 ぜ し

め る意 味 で あ る。 それ 故 に,世 尊 が 「こ こで,縁 起 とは何 で あ る のか と言 え ば,即 ち 因 性 で あ

る とい うこ とで あ る。」 〔とお説 きに な った の で あ る〕。(P.156b)一 切 の 行 が 生 ぜ ず ま まに
　

生 じないことが滅である。 それ故に,世 尊が 「ここで,名 と色は残 らず滅 したものである。」

とお説きになったのである。一切が出離する法は涅槃に至る故に道である。それ故に,世 尊が

「どれも善法は菩提分である。」 とお説きになったのである。 ここで,出 離する法は次の如 く
　

で あ る。即 ち,三 十 七 〔種 〕 の菩 提分 法 で あ る。 〔そ れ は〕 即 ち次 の 如 くで あ る。 四念 処 と四

正 勤 と四 神足 と五 根 と五 力 と七 覚 支 と八 支 聖 道 で あ る。 〔それ らは 〕涅 槃(D.227a)に 至 る

自性(rangbzhin)で あ るが 故 に,苦 を 滅 し よ うと歩 む 道 で あ る。

他 に また,諸 諦 の相 〔の〕 規 定 は 二 〔種 〕 で あ る。 即 ち 次 の 如 く で あ る。 総相(spyi'i

mtshannyid)と 個 別(soso'imtshannyid)相 で あ る。

ゆ

この中,総 相 とは一切が無我性であることと,無 常性などであることである。

後者 〔の個別相〕は,苦 が無常性と集が因性 と滅が常性 と道が出離せしめることである,と

言われるのである。また,個 別相は二種である。即ち次の如 くである。真実(drangpo)で な

い相と真実の相である。その中,真 実でない相 とは苦が病 と腫れ物と痛苦などである。集が縁

と所生と源である。滅が場所 と導師などである。道が門と乗 り物と(P.157a)橋 と薬などと

知られるべきである。真実の相 とは,苦 が無常である。集が因である。滅が常である。道が出

離せしめることである。その如くに,〔 真実でない相の〕諦の自性が事物(dngos)を 述べた
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⑳～ ～⑳

もの で あ る な らば,真 実 の相 に よる諦 は 現 観 智(mngonparrtogspa'ishespa)に よっ て 自性

を 述 べ た もの で あ ろ う。 或 る人 は 「滅 は無 生(skyebamedpa)と も 見 る の で あ る、」 と考

え る の で あ る。 解 脱 を 求 め る こ と(tharpa'dodpa)は 二種 で あ る。 即 ち次 の如 くで あ る。 苦

に よ る怖 畏('jigspa)と 雑 染(kunnasnyonmongspa)�ｱ よ る怖 畏 〔か ら〕 で あ る。 そ の

中,最 初 の も の(前 者)は 苦 諦 の対 治 が寂 静 な る滅 で あ る と想 うこ とで あ る。 そ うで あ るな ら

ば,そ れ に よっ て滅 を 常 性 と見 るの で あ る。 第 二 の も の(後 者)は 集 諦 の対 治 が寂 静 な る滅 で

あ る と思 いつ つ,そ の 滅 を 不 生 と見 るの で あ る。 相 が 真 実 の故 に,そ の こ とに よっ て諦 は現 観

で あ る。 そ れ 故 に,解 脱 を 求 め る こ とに よっ て真 の忍 が 修 習 され るべ きで あ る。

も し,法 の規 定 に よっ て作 意 が 相 合 す る こ と(yidlabyedparabtusbyarba)か ら諦 が 現

観 す るのか,或 い は も し相 の 規 定 に よ って 〔作 意 が相 合 す る こ とか ら諦 が 現 観 す る の か と 言
　

う〕 な らば,〔 そ れ に つ い て 〕 説 こ う(D.227b)。 即 ち,〔 そ れ は 〕 相 の規 定 〔に よ って〕

で あ る。 また,法 の規 定 〔に よって 〕 で あ る そ の時 に は何 が な され るべ きか と言 う な ら ぽ,

〔そ れ につ い て 〕 説 こ う。即 ち,〔 そ れ は〕 所 化(gdulbya)で あ り,二 種 あ る。即 ち,劣 根

(dbangPozhanpa)と 利 根(dbangPornonpo)で あ る。 そ の中,諸kの 劣 根 は相 〔の〕

規 定 が相 雑 な く知 る こ と(ma'dresparshespa),そ して愚 か な くな され る 目的(marmongs

parbyaba'idon)の た め に法 が規 定 され る と説 か れ るの で あ る。法 〔の 〕 規 定 を 保持 す る(述
ゆ

べ る)こ とに よっ て,容 易 に相 〔の 〕 規 定 を(P.157b)能 取 す る('dzinpa)も の とな る と知
r'_try

られ るべ きである。一切の行は苦である,と 説かれることを恐れるのを捨てるためでもある。
㊧

明 らかなる理解も相 〔の〕規定を恐れるものとなるのであ り,こ れら行のみを如何にあまね く

知 り尽 くすことができるのか,そ の如 くに一切の行が集である,ど 説かれることについて私は
⑳ ⑳

この 行 のみ を 如 何 に 捨 て る もの とな るか と言 うの で あ る。 これ に よっ て こそ,諸kの 劣 根 が 愚

か な くな され る 目的 と,恐 れ な く(miskragpar)な され る 目的 のた め に 法 〔の 規 定 〕 が 善 説

され る ので あ る。

また,〔 説 か れ る。〕

諸 法 を 規 定 す る こ とは 劣(dmanpa)〔 根 〕 で あ り,恐 れ を 捨 て る 目的 の た め に

教 示 す る。

と説 か れ てい る。

〔3〕 諦現観に入る四種の門一蘊門,処 門,界 門,名 色門

さて,修 行者が諦の 目的で門(sgO)は 何か ら入るべきものかと言 うならば,〔 それについ

て〕説こう。即ち,〔 聖〕諦現観に入る門は四 〔種〕である。即ち次の如 くである。蘊の門と

処の門と界の門と名色の門である。門とは最勝(gtsobo)と い う意味であ る。或 る人 な ど

は,「 縁起の門と念処 〔の門〕などか ら入るのである。一切の菩薩は,ま た縁起の門か ら入る
⑳

の で あ る。」 〔と言 うの で あ る〕。 集 ま りの意 味 よ り蘊 で あ り,米 の 集 ま りの如 しで あ る。 出処
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ゆ ゆ

の意 味 よ り処 で あ り,金 の出 処 の 如 しで あ る。 処 は 門 の意 味 で あ り,工 芸 の住 房(?)の 如 し

で あ る。 界 の 意味 は 自性(rangbzhin)の 意味 で あ る。地 な どの 要素(界)の 如 しで あ る。 自

性 と言 わ れ る もの は 〔それ 〕 自 体 の 性(ranggingobo)で あ り,そ れ 〔自身 〕 に よ って

〔の み〕 分 割 し うる もの に よる(rnamparnyamsparbyedpas)そ の も のが 界 で あ る。 経

験 され る(myongbarbyaba)と こ ろの そ の 事物(dngospo)に 敬 礼 す る こ と,或 い は 衆 生

に 敬 礼 す る こ とに よっ て(P.158a)名 で あ る。 色 は牴 触 され る もの(gzugsparbyaba)で

あ る こ とに よ り,(D.228a)そ れ が 色 な の で あ る。 何 に よ って 牴 触 さ れ る のか と言 え ぽ,こ

ん棒 が 触 れ る こ とに よ り打 撃 な どす べ て が完 全 に作 用 す る ので あ る こ とに よっ て 〔牴 触 され る

も の〕 との意 味 で あ る。 名 とい うこ と と色 とい うこ とが名 色 であ る。

も し,色 な どそ れ らが法 にお い て 〔どの よ うで あ る のか と言 う〕 な らぽ,〔 それ につ い て〕

説 こ う。 即 ち,〔 それ は〕 五 根 と五 境 が 色 の蘊 で あ る。 楽 と苦 と不 苦不 楽 の受 が 受 の 蘊 で あ
の

る。差 別(khyadpar)の 行 相(rnampa)を 個 々 に能 取 す る('dzinpa)自 性 を もつ 法(bdag

nyidcanchos)が 想 の蘊 であ る。思(semspa)な ど の法 が 行 の 蘊 で あ る。 眼識 な どが識 の蘊

で あ る。 これ が 五 蘊 で あ る。 六 根 と六 境 が十 二 処 で あ る。 六 根 と六 境 と六識 が十 八 界 で あ る。

名 色 と言 わ れ る名 は法 に摂 め られ る 中か ら百 七十 八 法 に説 かれ る。 即 ち次 の 如 くで あ る。 〔そ

れ は〕 識 と受 な どで あ って,〔 ここで は〕 多 くの字 句 とな る お それ の故 に,主 た る もの に よ っ
ゆ

て代 表 とす る ので あ る。 色 は いか な る もの も有 見(bstanduyodpa)と 無 見(bstandumed

pa)で あ る。 そ の 中,貪 に おけ る大 半 の行 為 は 苦 の怖 畏 で あ る こ とに よ って 蘊 の 門 か ら入 るの

で あ る。 瞋 に おけ る大 半 の行 為 は雑 染 に よる怖 畏 に よ って 処 の 門 か ら入 る ので あ る。 これ に よ

っ て先 に雑 染 とな る処 の 門 か ら忍 が 修 習 され るの で あ る。 〔貪 と瞋 の 〕等 分(chamnyampa)
ゆ

における大半の行為は(P.158b)苦 と雑染による怖畏によって界の門か ら入るのである。こ
　 ゆ

の故 に,そ れ に よっ て先 に 苦 と雑 染 とな る界 の門 か ら忍 が 修 習 され るの で あ る。 癡(gtimug)

ゆ

における行為は名色の門から最初に忍が修習されるのである。癡における行為は,ま た愚かさ
　

(rmongspa)が 少 し の増 上 心 と劣根 とな る こ とで あ る。 そ れ は名 色 のみ と言 わ れ る もの を 捨

離 す る こ と と,驚 きが な くな り,愚 か で な くな る こ とで あ る。広 大 な心(D.228b)と 根 が 最

後 身 の 菩 薩 は,極 め て甚 深 な るを 保 持 しつつ,遠 離 す る('bralbar'byungba)門 か ら入 りつ
　 　

つ,忍 を 努 め る こ とが 修 習 〔され るの〕 で あ る。

この 中,蘊 の 門か ら忍 が 修 習 され る修行 者 に よって 苦 と集 と滅 の諦 に お い て各kに 三 十 一 に

配 され るの で あ る。 どの よ うに 配 され るのか と言 え ば 〔そ れ に つ い て〕 説 こ う。 二 種 に よって

忍 が 修 習 さ れ る の であ る。即 ち次 の如 くで あ る。 広 大 さ(rgyaspa)と 集 聚(bsduspa)で あ

る。 そ の 中,各kは 最 初 に と もあれ 修 行 者 が 生 滅 の 具 法 者 で あ る が故 に,そ して 因 の 力 に よる

安 住 の故 に,そ して 未 生(mabyungba)が 生 じる こ と に よって と,生 が 失 わ れ る こ とに よ って
　

と,微 細(rdulphran)が 積 集 す る こ とに よっ て と,多 くの支 分 を含 む こ とに よ って と,生 処

(skyebagnaspa)が 無 常 に 随 って 来 る故 に,色 は無 常 とい う決 定(ngespa)に よっ て 想 わ
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れ るべ きであ る(bsamparbya'o)。 受 も未 生 が 生 じる こ とに よ って と,三 性(gsumnyid)を

知 覚 す る こ と(nyebardmigspa)に よ って と,一 つ を所 受 す る こ と(nyamssumyongba)
⑭ ⑮ ⑯ ⑳

に よっ て と,色 な ど各種 と境 界 が(P.159a)所 縁 の 分 別(rnamparrtogpa)に よっ て生 滅

の 具 法 の 故 に,無 常 で あ る とい うこ とが 行 ぜ られ るべ きで あ る。 想 は 困難 な 観 察 に よ って 受

⑱ ㊤ ⑭

の 因 の所 縁 の行 相 に よって 差 別 が 能 取 され るの は 観察 の故 に,そ して受 と 同一 性 で あ る こ と

(grubbdegcigPanyid)に よ って で あ る。受 は 生 滅 に 随 って 結 合す る('brelpa)故 に,無
　

常 で あ る とい うこ とが 修 習 され るべ きで あ る。 こ の理 由か ら,行('dubyed)は 心 の行 を各k
ゆ

に結合することによって,心 の行が生滅に随って結合することによって,そ して心の行は受 と

想である。残ったものと相応する諸行は両者と各々に結合す る故に,受 と想 と同 じく無常であ

るとい うことが容易に行ぜ られるべきである。この理 由から,識 は受 と想 と行の前に意(yid)

が働 くことによって,意 となることそのことからそれ らが 〔働 くの〕である。識は常に無常で
ゆ

あ る受 な ど と合 わ ない もの で あ る。 これ よ り,こ の識 は また 受 な ど と同 じ く無 常 で あ る とい う

こ とが 努 め ず して 生 じ るの で あ る。 次 に,識 は 無 常 で あ る とい うこ とが想 わ れ る(D.229a)

べ き で あ る。

この よ うに,こ れ らは一 々無 常 性 で あ る とい うこ とに喜 び(dga'ba)が 生 じる時,ま た二

つ づ つ も無 常 で あ る とい うこ と も修 習 す る(sgompa)の で あ る。即 ち次 の如 くで あ る。 色 ・

受 と色 ・想 と色 ・行 と色 ・識 と受 ・想 と受 ・行 と受 ・識 と想 ・行 と想 ・識 と(P.159b)行 ・

識 と 〔が 〕 無 常 性 で あ る と想 うの で あ る。

また,三 つ づ つ も無 常 と想 うの で あ る。 即 ち次 の如 く で あ る。 色 ・受 ・想 と色 ・受 ・行 と

色 ・受 ・識 と色 ・想 ・行 と色 ・想 ・識 と色 ・行 ・識 と受 ・想 ・行 と受 ・想 ・識 と受 ・行 ・識 と

想 ・行 ・識 で あ る。

また,四 つ づ つ も無 常 性 と想 うので あ る。即 ち次 の 如 くで あ る。 色 ・受 ・想 ・行 と色 ・受 ・

想 ・識 と色 ・受 ・行 ・識 と色 ・想 ・行 ・識 と受 ・想 ・行 ・識 で あ る。

また,五 つ も無 常 性 と想 うの で あ る。 色 ・受 ・想 ・行 ・識 は無 常 性 と想 わ れ るべ きで あ る。
の

そのように,そ の修行者は無常の意味に喜びが生 じる時に,個 別 〔にも〕一般にも忍 という
ゆ

ことを説 くのである。五蘊の部分それ らに含まれるものは無常であるということに喜びが生 じ
⑯ ⑰

るその時,一 般か ら(spyinas)苦 諦における所縁の忍であると知るべきである。個別の忍か

ら一般的な忍に移る時,偽 りの貝と盗人の一片の食物(?)と 虫の穴 と黒い舌の譬喩が説かれ

るべきである。

そのように,苦 は無常であると決定する時,後 にこの苦は何か ら生じるのか ということが熟
ゆ

慮(rnampardpyadpa)さ れ るべ きで あ る。 そ の こ とに よって こそ,五 蘊 か ら苦 が 生 じるの

で あ る とい う決 定 を 得 る こ とか ら,集 に お け る個 別 と一般 か ら忍 が 修 習 さ れ る べ きで あ る。

ゆ

(P.160a)こ れ に つ い て も,三 十 一 に配 され るの で あ る。(D.229b)先 ず,と もあ れ色

は 苦 の因 で あ る と想 わ れ るべ きで あ る。 そ の場 合 大 種 の微 細 は 相 互 相 因(phantshunrgyu
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nyid)で あ る。 そ の如 く,内 の生 な どの 七 つ の因 であ る。即 ち次 の如 くで あ る。色 が 生(skye

　
ba)と 住(gnaspa)と 無 常 と聚(yangdagPar'tshogspa)と 老(rgaba)と 邪 の 解 脱(log

pa'irnamgrol)と 不 出 離(ngespar'byinpa)の 因 で あ る 。 邪 の 解 脱 と不 出 離 を 除 き,他 の

　

五 つ の異 熟(rnamparsminpa)と 相 応 す る諸kの 戒 の 〔因〕 で あ る。 受 な ども,ま た そ の

因 で あ る法 の 理 に応 じて通 達 され るべ きで あ る。 即 ち次 の如 くで あ る。 受 は 苦 の 因 で あ る。 想

は苦 の因 で あ る。 行 は苦 の因 であ る。識 は 苦 の因 で あ る。

同様 に,五 つ と も一 ・々因 性 で あ る と喜 ぶ 時,ま た 二 つ づつ も因 性 と思 択 され るべ きで あ る。

即 ち次 の如 くで あ る。 色 ・受 は無 常 の 因 で あ る。 同様 に,色 ・想 と色 ・行 と色 ・識 と受 ・想 と

受 ・行 と受 ・識 と想 ・行 と想 ・識 と行 ・識 〔を無 常 の 〕 因 で あ る と想 わ れ るべ きで あ る。
ゆ

他 に,ま た 三 つ づ つ も 〔因 性 と思 択 され るべ きで あ る〕。 即 ち,次 の如 くで あ る。 色 ・受 ・
ゆ 　

想 と色 ・受 ・行 と色 ・受 ・識 と色 ・想 ・行 と色 ・想 ・識 と色 ・行 ・識 と受 ・想 ・行 と受 ・(P.

160b)想 ・識 と受 ・行 ・識 と想 ・行 ・識 と 〔を無 常 の因 性 と思 択 され るべ きで あ る〕。

ま た,四 つ づ つ も 〔因 性 と思択 され るべ きで あ る〕。 即 ち次 の 如 くで あ る。 色 ・受 ・想 ・
ゆ

行 と色 ・受 ・想 ・識 と色 ・受 ・行 ・識 と色 ・想 ・行 ・識 と受 ・想 ・行 ・識 とを 〔無 常 の 〕 因 性

と想 うの で あ る。
ゆ

同 様 に,〔 修 行 者 は 〕 そ こで の 因 の意 味 に貪 愛(sredpa)が 生 じ る時,個 別 に 忍 とい うこ
　

とを説 くの で あ る。 五 蘊 の 部分 に含 まれ る も のが 苦 の 因 で あ る とい うこ とを貪 愛 す る時,集 諦

に お け る所 縁 の一 般(D.230a)か ら忍 で あ る と知 るべ き で あ る。

そ の 後 に,色 蘊 の不 行(mi'jugPa)と 色 蘊 の不 生(miskyeba)と 色 蘊 の 滅('gogPa)

を 涅 槃 の常 性 と想 うので あ る。

同様 に,受 の滅 と想 の 減 と行 の滅 と識 の滅 と 〔を 涅 槃 の常 性 と想 うの〕 で あ る。

ま た,二 つ づ つ も次 の 如 くで あ る。 即 ち,色 ・受 の 滅 と色 ・想 の 滅 と色 ・行 の滅 と色 ・識 の

滅 と受 ・想 の 滅 と受 ・行 蘊 の滅 と受 ・識 の 滅 と想 ・行 蘊 の 滅 と想 ・識 の 滅 と行 ・識 の 滅 を 常

〔性 〕 で あ る と想 うので あ る。
ゆ

ま た,三 つ づ つ も 〔同 様〕 で あ る。 即 ち次 の如 くで あ る。 色 ・受 ・想 の滅 と色 ・受 ・行 の

滅 と色 ・受 ・識 の滅 と色 ・想 ・行(P.161a)の 滅 と色 ・想 ・識 の滅 と色 ・行 ・識 の 滅 と受 ・

想 ・行 の滅 と受 ・想 ・識 の 滅 と受 ・行 ・識 の滅 と想 ・行 ・識 の滅 と 〔を常 性 で あ る と想 うの〕

で あ る。

ま た,四 つ づ つ も次 の 如 くで あ る。 即 ち,色 ・受 ・想 ・行 の滅 と色 ・受 ・想 ・識 の滅 と色 ・
ゆ

受 ・行 ・識 の滅 と色 ・想 ・行 ・識 の滅 と〕 受 ・想 ・行 ・識 の滅 と 〔を〕,涅 槃 の 常 〔で あ る〕

とい うこ とを想 うので あ る。

これ らの滅 が 常 で あ る とい うこ とに貪 愛 が 生 じる時,個 別 す べ て に もまた 忍 とい うこ とを 説

くの で あ る。
　

色などの五蘊の部分のその滅が無常であるとい うことを貪愛する時,持 戒の滅諦における所
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縁 の 忍 とい うこ とを 説 くの で あ る。

道 に は十 五 が配 され るの で あ る。 道 は 四 蘊 の 性(ngobo)で あ る。 即 ち,色 が(D・230b)

不 出離 で あ りつ つ 無 漏 で もな い そ の 理 由に よ り,道 は受 な どの 四 蘊 に よ って十 五 とな る の で あ

る。 即 ち 次 の如 くで あ る。

受 は 苦 の 滅 に導 く道 で あ る と想 うので あ る。

同 様 に,想 と行 と識 とそ の如 く一 々道 性 を貪 愛す る時,ま た2つ づ つ も 〔道 性 で あ る と想 う

の 〕 で あ る。即 ち 次 の如 くで あ る。 受 ・想 は 苦 の 滅 に導 く道 で あ る と想 うの で あ る。 同 様 に,

受 ・行 と受 ・識 と想 ・行 と想 ・識 と(P.161b)行 ・識 と 〔は苦 の滅 に導 く道 で あ る と 想 う

の 〕 で あ る。

また,三 つ づ つ も次 の如 くで あ る。 即 ち,受 ・想 ・行 と受 ・想 ・識 と受 ・行 ・識 と想 ・行 ・

識 とは 苦 の滅 に 導 く道 で あ る と想 うの で あ る。 〔また,四 つ づ っ も次 の如 く で あ る 。 即 ち・

受 ・想 ・行 ・識 は 苦 の 滅 に 導 く道 で あ る と想 うので あ る。〕

同 様 に,そ れ に 貪 愛 が 生 じ る時,道 諦 す べ て にお け る所 縁 は個 別 の忍 〔であ る〕 とい うこ と

を 説 くの で あ る。
　

受 な どの 四蘊 の部 分 が 苦 の 減 に 導 く道 で あ る とい う貪 愛 が 〔生 じ る〕 時,道 諦 の所 縁 は持 戒

の 忍 とい うこ とを説 くの で あ る。

色 の 滅 に導 く こ とは 出離 の道 で あ る と欲 す る('dod)時,受 の滅 に導 くこ とで あ る。 想 の滅

に導 くこ とで あ る。 行 の滅 に導 くこ とで あ る。識 の滅 に導 く道 であ る と想 うの で あ る・

同 様 に,一 々苦 の滅 に導 く道 性 を 貪 愛 す る こ とに よっ て,ま た 二 つ づ つ も 〔道 性 を 想 うの〕

で あ る。即 ち次 の如 くで あ る。 色 ・受 が 苦 の 滅 に 導 く道 と想 うので あ る。 色 ・想 〔が 苦 の〕 滅

に 導 くこ とで あ る。 色 ・行 〔が 苦 の〕 滅 に 導 くこ とで あ る。 色 ・識 〔が 苦 の 〕 滅 に導 く こ とで

あ る。 受 ・識 〔が 苦 の〕 滅 に導 くこ とで あ る。 受 ・行 〔が苦 の〕 滅 に導 くこ とで あ る。 受 ・識

〔が 苦 の〕 滅 に 導 く こ とで あ る。 想 ・行 〔が 苦 の 〕 滅 に導 くこ とで あ る。 想 ・識 〔が 苦 の 〕滅

に 導 くこ とで あ る。 行 ・識 〔が苦 の〕 滅 に導 く道 で あ る と想 うの で あ る。

また,三 つ 〔つ つ〕 も(D.231a)次 の如 くで あ る。 即 ち,色 ・受 ・想 〔が 苦 の〕 滅 に 導 く

道 で あ る と想 うの で あ る。 色 ・受 ・行 〔が 苦 の 〕 滅 に 導 く こ とで あ る。 色 ・受 ・(P・162a)

識 〔が苦 の〕 滅 に 導 くこ とで あ る。 色 ・想 ・行 〔が 苦 の 〕 滅 に導 くこ とで あ る。 色 ・想 ・識

〔が苦 の〕 滅 に導 くこ とで あ る。 色 ・行 ・識 〔が 苦 の 〕 滅 に 導 くこ とで あ る。 受 ・想 ・行 〔が

苦 の〕 滅 に導 くこ とで あ る。 受 ・想 ・識 〔が苦 の〕 滅 に導 くこ とで あ る。 受 ・行 ・識 〔が 苦

の〕 滅 に導 くこ とで あ る。 想 ・行 ・識 〔が苦 の〕 滅 に 導 く道 で あ る と想 うの で あ る。

ま た,四 つ づ つ も次 の如 くで あ る。 即 ち,色 ・受 ・想 ・行 〔が 苦 の〕 滅 に導 く道 で あ る と想

うの で あ る。 色 ・受 ・想 ・識 〔が 苦 の 〕滅 に導 く道 と色 ・受 ・行 ・識 〔が苦 の〕 滅 に導 く道 で

あ る。 色 ・想 ・行 ・識 〔が 苦 の 〕 滅 に導 く こ とで あ る。 受 ・想 ・行 ・識 〔が苦 の〕 滅 に導 く出

離 の 道 で あ る と想 うの で あ る。
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同様に,修 行者が出離の目的で貪愛が生じる時,道 諦の所縁は個別の忍であるということを

説 くのである。

纏 めて 蘊 に お け る 〔苦 の〕 滅 に導 く道 が 出離 す る こ とで あ る とい う貪 愛 が 生 じる時,道 諦 の

所 縁 に含 まれ る忍 とな る の で あ る とい うこ とは三 十 一 に配 され る の で あ る。(D.231a5,P.

162x7)

〔訳 註 〕

①D.myanganP.myenganDに 従 う。

②D.P.共sdugmin

③D.dbangduP.do・,_duDYこ 従 う。

④D.dangP.dadDに 従 う。

⑤D.sgribpa'iP.sgribspaDに 従 う。

⑥D.bkrespaP.bkresbaDに 従 う。

⑦D.1asP.laslasDに 従 う。

⑧D.ngaglanyalP.baglanyalPに 従 う。

⑨D.lasP.omitDに 従 う。

⑩D.drangpoP.drangboDに 従 う。

OD,ciskadduP,jiskaddu

⑫D.bagnyalP.baglanyal7音 節 の 偈 文 で あ る の で,こ こ はDに 従 う。

⑬D.dpyadpaP.dbyadpaDに 従 う。

⑭D.mtshannyidkyiP.mtshannyidcangyiPに 従 う。

⑮D.naP.nipに 従 う。

⑯D.gcigPuP.cigPuDに 従 う。

⑰D.zagPaP.zadpaDに 従 う。

●D.rnamgzhagP.rnambzhag

●D.zagpabcaspaP.zagpadangbcaspa

⑳D.skyebamedpaP.sbyebamedpaDに 従 う。

⑳D.dranpanyebargzhagPabzhiP.dranpanyerbzhagPabzhiDに 従 う。

⑳D.bdagmedpaP.bdagmadpaDに 従 う。

●^'●D.denyidkyinamtshannyiddrangporbdenpamngonparrtogspa'ishespasP.de

nyidkyisnamtshannyiddrangposbngenpamdonparrtogspa'ishespas

⑳D.shenaP.zhanaDに 従 う。

⑳D.'jinpaP.'dzinpaPに 従 う。

●D.spangspaP.spangpa

⑳D.phyirP.pyirPは 誤 り。

●D,zhiggisP,zhig

●D.ciltarP.jiltar

●D,spongbaP,spongsba

●D,steP.te

⑫D.doP.tePに 従 う。

⑳D.bzo'iP.gzo'i一 応Dに 従 う。

⑭D.'jinpaP.'dzinpaPに 従 う。
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⑳D.mabrissoP.madrisso一 応Pに 従 う。

⑳D.kyip.kyisDに 従 う。

⑰D.desnaP.desniDに 従 う。

⑱D.P.共 にgyurpakhamsと な っ て い る が,前 文 と 比 較 しgyurpa'ikhamsと 読 む 。

⑲D.spyodpaP.spyodpasDに 従 う。

●D,rmongssheschespassemsspangbachungbaP,rmongspashaschebassemspachung

baPに 従 う。

⑪D.gcadpaP.sbyangbaPに 従 う。

●D,bsgompaP,sgompa

⑬D.yanglagdumamabsduspasP.yanglagdumabsduspa一 応PYこ 従 うが,pasはDに 従 う。

⑭D.・baP.・basPに 従 う。

⑮D.thadadpaP.thadadpasthad稘paDに 従 う。

⑯D.rnamparrtogPa'i...kyisP.rnamparrtogPadbangkyisDに 従 う。

⑰D.噛skyebasP.skyebaPに 従 う。

⑱D.rgyu'iP.rgyuba'iDに 従 う。

⑲D.rnamparP.rnampasDに 従 う。

⑦D.grubbdegcigpanyidP.grubpabdegcidpanyid一 応Dに 従 う。

●D,denasP.desna

●D.'brelpaP.'brelpas

●D,mi'tshogspaP,mi'tshogpa

⑭D.niな しP.ni

●D.shesparP.zhe

4‾CID.spyinasP.sbyinasDに 従 う。

●D,sosorP,soso

魯D.rnampardpyadparP.rnampardbyadparDに 従 う。

⑲D.'diIayangP.'dalayangDに 従 う。

⑳D.yangdagPar'tshogspaP.yangdagPar'tshogPaDYこ 従 う。

●D.ganggiP.gangganggi

⑫D.gsumP.gsumgsumPに 従 う。

⑬D.P.共tshorba'dushesと あ る が,こ こ はgzugstshorba'dushesと 読 む べ き で あ る 。

⑭D.'dushesP.'dubyedこ こ はPに 従 う。

⑮D.'dubyedP.'dubyadDに 従 う。

⑯D.sosorP.sosoDに 従 う。

⑰D.bdenpaP.bdanpaDに 従 う。

⑲D.gsumgsummoyangngoP.gsumgsumyangngoPに 従 う。

⑳D.P.共mirtagpaと あ る が,意 味 上 か らrtagpaが 正 しい の で は な い か 。

●D,sdompaP,bsdompa

⑪D.bsdomspaP.bsdompa

〔註 〕

(1)sDEDGETIBETANTRIPITAKABsTANHGYuR(東 京 大 学 文 学 部所 蔵 版)中 観 部13

No.389755-1-1(Ha109a1)～159-1-7(317a7)。 最 近 刊 行 さ れ た 台湾 版 で は,Vol.36No.ぼ
3902324-3-5～334-5-5。TTP.Vol.146No.58654-3-1(No5b1)～110-3-3(270b3)

(2)SAVの 概 要,作 者,成 立 年 代 に 関す る詳 細 な 研究 には,P.Skilling`TheSamskrt龝amskrtavini一
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scayaofDasabalasrimitra',BuddhistStudiesReview4-1PP .3-23が あ り,こ れ を参 照 され た

い 。

(3)他 章で 紹 介 され る正 量 部説 は,D.126a7P.26a3,D.131a4P.32a3,D.135b3P.37b1,

D.139b6P.42b5,D.310a6P.261a7の5箇 所 に見 られ る。 この 中,第2番 目は結 集 に 関す る

記 述 で あ るが,こ れ に はP.Skilling`HistoryandTenetsoftheS穃mat3yaSchool',Lihn-Son

Publicationd'etudesbouddhologiguesNo.19pp.40-52と い う論 文 が あ る。

(4)拙 稿 厂正 量 部 の非 随眠 説‐Samskrt龝amskrta-viniscaya第16章 一 」r佛 教 大 学 研 究紀 要 』74号pp.

1-26。 宮 崎啓 作 「Stobs-bcudpalbses-gnenの 正 量部 の随 眠 」 『印仏 研 』29-1,pp.20-21。

(5)拙 稿 厂正 量 部 の随 眠 説一Samskrt龝amskrta-viniscaya第17章 一 」r佛 教 大 学 研 究 紀要 』71号pp.1-

180

(6)拙 稿 「正 量 部 の非 福 説」r印 仏研 』40-2,pp.1-11。

(7)拙 稿 厂正 量 部 の福 徳 説‐Samskrt舖amskrta-viniscaya第19章 一 」r佛 教 大学 研究 紀 要 』75号pp.25-

450

(8)拙 稿 「正 量 部 の不 動 業 説」r文 学 部 論 集 』(佛 教大 学 学 会)77号pp.25-40。 宮 崎啓 作rStobs-bcu

dpalbses-gnenの 不 動 決択 と名 つ くる 第二 十 品 」 『印 仏 研』28-2,pp.148-149。

(9)Kath穽atthu(Kv)pp.569-572,Kath穽atthu-atthakath�(KvA)pp.175-1760

(10)Kv.pp.109-115,KvA.p.430

⑪Kv.pp.103-109,KvA.PP.42-43。

⑫Kv.pp.69-93,KvA.PP.36-37。

⑬Kv.pp.212-220,KvA.p.59。

⑭ 大 正 蔵49巻16頁 ・c,r十 八 部 論 』 同19頁 ・b,r部 執 異論 』 同21頁 ・c‐22頁 ・a。

⑮ 卍 続 蔵経(蔵 経 書 院版)第83冊pp.0459-0460。

(未 完)
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